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所
員
活
動
一
覧
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
日
〜
二
〇
一
二
年
三
月
三
一
日
）

荒
木　

浩

●
論
文

“A
 N

ew
 A

pproach to the L
ost B

ook U
ji D

ainagon M
onogatari as a C

rucial P
rehistory of the B

irth of the K
onjuku Tales” 

、『
国
際
会
議　

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

文
学
―
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
』
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
社
会
科
学
大
学
、
国
際
交
流
基
金　

二
〇
一
一
年
一
二
月

“T
he T

im
e-Space C

ontinuum
 of C

om
m

entaries: From
 the Perspective of M

edieval L
iterature and the Study of N

arrative Tales” 

、T
R

A
N

SA
C

T
IO

N
S 

O
F

 T
H

E
 IN

T
E

R
N

AT
IO

N
A

 C
O

N
F

E
R

E
N

C
E

 O
F

 E
A

ST
E

R
N

 ST
U

D
IE

S N
o. LV

I 2011

（『
國
際
東
方
學
者
會
議
紀
要
』
第
五
六
冊
）
財
團
法
人
東
方
學
會   

二
〇
一
二
年
一
月

「『
方
丈
記
』
の
文
体
と
思
想
―
そ
の
結
構
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
文
学
《
特
集
》
方
丈
記
八
〇
〇
年
』
隔
月
刊　

第
一
三
巻
・
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
・
四
月
号   

二
〇
一
二
年
三
月

「
釈
教
歌
と
石
鹸
―
宮
澤
賢
治
の
〈
有
明
〉
再
読
―
」
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
小
松
和
彦
編
『
宮
澤
賢
治
の
深
層
―
宗
教
か
ら
の
照
射
―
』
法
蔵
館   

二
〇
一
二
年
三
月

「
月
は
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
る
？
―
譬
喩
と
擬
人
化
の
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
」
三
谷
研
爾
編
『B

etw
een “N

ational and R
egional ” R

eorientation of Studies on Japanese 

and C
entral E

uropean C
ultures

』
大
阪
大
学
文
学
研
究
科　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
方
丈
記
を
味
わ
う
」（
連
載
二
五
回
）『
京
都
新
聞
』
日
曜
版
ジ
ュ
ニ
ア
タ
イ
ム
ズ　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
日
〜
二
〇
一
二
年
三
月
二
五
日

伊
東
貴
之

●
著
書

溝
口
雄
三
著
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅰ
―
異
と
同
の
あ
い
だ
』『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅱ
―
東
往
西
来
』（
編
集
）
岩
波
書
店　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二
日
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●
論
文

「（
解
説
）
伝
統
中
国
の
復
権
、
そ
し
て
中
国
的
近
代
を
尋
ね
て
」
溝
口
雄
三
著
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅱ
―
東
往
西
来
』
岩
波
書
店　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二
日

「
日
本
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
史
研
究
の
現
状
と
動
向
」『
第
一
八
回
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
南
文
化
と
日
本
」〔
復
旦
大
学
〕
報
告
書
』
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
編
者
注
」
溝
口
雄
三
著
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅰ
―
異
と
同
の
あ
い
だ
』
岩
波
書
店　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二
日

「
編
者
注
、
年
譜
、
著
作
目
録
」
溝
口
雄
三
著
『
中
国
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
Ⅱ
―
東
往
西
来
』
岩
波
書
店　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二
日

「
辛
亥
革
命
一
〇
〇
年
の
節
目
の
年

―
中
国
の
『
現
代
思
想
』、
翻
訳
・
紹
介
に
新
た
な
局
面　

海
外
文
学
・
文
化
回
顧
：
中
国
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
四
三
号　

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
四
日

「
書
評　
『
逆
説
』
の
『
東
ア
ジ
ア
』
史
―
一
読
三
嘆
、
チ
ャ
ー
ト
式
・
よ
く
分
か
る
：
與
那
覇
潤
『
中
国
化
す
る
日
本
―
日
中
「
文
明
の
衝
突
」
一
千
年
史
』」『
週
刊
読

書
人
』
二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日
号

磯
前
順
一

●
論
文

“Japanese M
odernity as Postcolonial E

xperience,” A
sia &

 E
urope B

ulletin N
o. 1, U

niversity of Zurich, February 2012. (E
nglish)

“Fukushim
a hat den K

aiserkult noch verstärt,” Tages A
nzelger, 25 Janur. (G

erm
an)

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
ド
の
回
想
よ
り
―
震
災
後
の
社
会
の
政
治
と
宗
教
」（
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
と
共
著
）『
み
す
ず
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
号
（N

o. 598

）

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
京　

タ
イ
ガ
ー
ス
に
み
る
『
和
解
』
の
物
語
」『
京
都
新
聞
』　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
五
日

「
世
界
の
宗
教
研
究
は
い
ま
―
ド
イ
ツ
・
ボ
ッ
フ
ム
よ
り
」（
フ
ォ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
ク
レ
ヒ
と
共
著
）『C

ISM
O

R
 V

O
IC

E

』Vol. 14　

同
志
社
大
学
一
神
教
学
際
研
究
セ

ン
タ
ー　

二
〇
一
一
年
一
一
月
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「
時
感
断
想　

日
々
の
祈
り
―
自
我
を
包
み
込
む
大
我
」「
時
感
断
想　

表
現
へ
の
闘
い
―
語
り
得
な
い
出
来
事
を
前
に
」「
宗
教
研
究
の
責
任
―
精
神
の
暗
部
を
見
つ
め

る
」「
苦
を
分
か
ち
合
う
―
か
け
が
え
の
な
い
あ
な
た
へ
」『
中
外
日
報
』　　

二
〇
一
二
年
二
月
二
一
日
〜
三
月
一
三
日

「
論
壇　

ベ
ル
リ
ン
・
ユ
ダ
ヤ
博
物
館
よ
り
」『
中
外
日
報
』　

二
〇
一
二
年
一
月
二
四
日

「
と
き
め
く
力
を
今
一
度
・
・
・
沢
田
研
二
・
武
道
館
コ
ン
サ
ー
ト
よ
り
」『
中
外
日
報
』　

二
〇
一
二
年
二
月
七
日

稲
賀
繁
美

●
論
文

「
일
본　

미
술　

표
현
으
로　

보
는　

뱀
」『
문
화
로　

읽
는　

십
이
지
신　

이
야
기　

뱀
』
서
울
・
도
서
출
판　

열
림
원
，2011

년　

10

월
（
韓
国
語
訳
）「
日
本
の

美
術
表
現
に
み
る
蛇
」『
文
化
で
読
む
十
二
支
神
物
語　

蛇
』
ソ
ウ
ル
・
図
書
出
版　

ヨ
ル
リ
ム
ウ
ォ
ン　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
일
본　

미
술
에
서
의　

말
」『
문
화
로　

읽
는　

십
이
지
신　

이
야
기　

말
』
서
울
・
도
서
출
판　

열
림
원
，2011

년　

11

월
（
韓
国
語
訳
）「
日
本
の
美
術
表
現
に

み
る
馬
」『
文
化
で
読
む
十
二
支
神
物
語　

馬
』
ソ
ウ
ル
・
図
書
出
版　

ヨ
ル
リ
ム
ウ
ォ
ン　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
華
厳
経
と
現
代
美
術
：
相
互
照
射
の
試
み
」
黄
自
進
編
『
日
本
の
伝
統
と
現
代
』
中
央
研
究
院
人
社
中
心
亜
太
区
域
研
究
専
題
中
心　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
ハ
リ
ー
コ
・
ア
ダ
ッ
チ
オ
の
夢
世
界
：
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
日
曜
陶
藝
家
の
生
活
と
意
見
」『
あ
い
だ
』
一
八
九
号
（
連
載
第
八
四
回
）　

二
〇
一
二
年
一
月

「
日
本
美
術
の
中
の
『
龍
』」
：
旧
暦
『
辰
』
年
に
ち
な
み
」『
あ
い
だ
』
一
九
〇
号
（
連
載
第
八
五
回
）　

二
〇
一
二
年
二
月

«L
a Pensée plastique et le statut social des arts et m

étiers au Japon face à la m
odernité (1900–1927)»

「
二
十
世
紀
第
一
・
四
半
世
紀
日
本
に
お
け
る
工
藝
の
社

会
的
地
位
と
工
藝
的
思
考
」
京
都
国
立
近
代
美
術
館
研
究
論
集
『C

R
O

SS SE
C

T
IO

N
S

』Vol. 4 (2011)　

京
都
国
立
近
代
美
術
館　

二
〇
一
二
年
二
月

「
宮
澤
賢
治
と
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
八
号　

お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三

月
「
星
と
修
羅
と
自
己
犠
牲
―
宮
澤
賢
治
の
心
象
へ
の
い
く
つ
か
の
補
助
線
」
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
小
松
和
彦
編
『
宮
澤
賢
治
の
深
層
―
宗
教
か
ら
の

照
射
―
』
法
蔵
館　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
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「〈
2
・
1
・
0
〉
は
東
ア
ジ
ア
社
会
の
相
互
依
存
と
相
互
不
信
と
を
読
み
解
く
普
遍
的
鍵
と
な
る
か
（
上
）
―
小
倉
紀
蔵
著
『
創
造
す
る
東
ア
ジ
ア
―
文
明
・
文
化
・

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
』（
春
秋
社
、
本
体
四
〇
〇
〇
円
）
を
読
む
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
三
三
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
八
日
、（
中
）『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
三
四
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
五
日
、（
下
）『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
三
五
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
九
日

「
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
ス
ク
ラ
プ
チ
ャ
ー
（B

ricolage and Scrapture

）」『
彫
刻
家
エ
ル
・
ア
ナ
ツ
イ
の
ア
フ
リ
カ
展 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
異
文
化
の
表
象
と
展
示
空

間
の
政
治
学
」
報
告
書
』 Sum

m
ary Papers of Sym

posium
 “T

he Politics of E
xhibition Space; A

 C
ase of the E

xhibition A
 Fateful Journey: A

frica in the W
orks 

of E
l A

natsui　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
行
間
の
襞
に
こ
め
ら
れ
た
沈
黙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
劉
岸
偉
著
『
周
作
人
伝
：
あ
る
知
日
派
文
人
の
精
神
史
』
を
読
む
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
五
二
号
（
連
載
一
二
九

回
）　

二
〇
一
二
年
年
三
月

「
布
と
織
物
の
現
代
的
可
能
性
―
世
界
を
装
飾
す
る
こ
と
の
意
味
」「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「K

IM
O

N
O

の
影
響
力
―
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
背
景

と
し
て
」
報
告
書
』
公
益
財
団
法
人
京
都
服
飾
文
化
研
究
財
団　

二
〇
一
二
年
三
月

井
上
章
一

●
著
書

『
京
都
洋
館
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
新
潮
社　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
五
日

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
古
墳
の
形
だ
け
で
大
和
の
覇
権
は
語
れ
な
い
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
号

「
書
評　

中
川
右
介
著
『
二
十
世
紀
の
一
〇
大
ピ
ア
ニ
ス
ト
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
九
日

「
歴
史
の
書
き
か
え
に
も
挑
ん
だ
詐
欺
の
顛
末
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
号

「
近
・
現
代
『
洋
風
建
築
』
の
粋
を
探
訪
す
る
」『
サ
ラ
イ
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
号

「
書
評　

田
中
純
著
『
建
築
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日

「
書
評　

ア
ル
ノ
・
ブ
レ
ー
カ
ー
著
『
パ
リ
と
ヒ
ト
ラ
ー
と
私
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
一
日
号
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「
書
評　

錦
仁
著
『
な
ぜ
和
歌
（
う
た
）
を
詠
む
の
か　

菅
江
真
澄
の
旅
と
地
誌
』」（
再
録
）『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
五
二
号　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
〇
日

“T
he R

oots of Ise Shrine and the Folk A
rchitecture of Sulaw

esi,” John B
reen and Yam

ada Shō ji eds. U
nderstanding C

ontem
porary Japan, International 

Sym
posium

 in Indonesia 2010, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, N
ov. 2011.

「
現
代
の
建
築
家
・
四　

渡
辺
仁
―
様
式
の
黄
昏
を
の
り
こ
え
て
―
」『G

A

　

JA
PA

N

』113　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
て
い
談　

し
ろ
う
と
」（
俵
越
山
、
木
村
英
輝
と
）
木
村
英
輝
著
『LIV

E

―
飛
ぶ
、
笑
う
、
踊
る
、
唄
う　

す
べ
て
は
、
成
り
ゆ
き
』
青
幻
舎　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
男
の
絆
と
ミ
ス
日
本
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
臨
時
増
刊
号

「
一
〇
〇
〇
年
を
見
渡
し
た
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
史
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
号

「
ヌ
ー
ド
と
パ
ン
ツ
と
家
父
長
制　

上
野
千
鶴
子
の
お
っ
さ
ん
観
を
め
ぐ
っ
て
」『
現
代
思
想
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
臨
時
増
刊
号

「
私
の
モ
テ
キ
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
号

「
建
築
は
誰
の
も
の
か
」『
建
築
と
日
常
』N

o. 2　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
日
本
に
古
代
は
あ
っ
た
の
か
」『
経
済
人
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
号

「
わ
た
し
の
二
〇
一
二
年
」『
朝
日
21　

関
西
ス
ク
エ
ア
』
会
報
一
四
〇
号　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
書
評　

中
村
武
生
著
『
池
田
屋
事
件
の
研
究
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
二
月
七
日

「
座
談　

街
つ
な
ぐ
歴
史
と
個
性
」（
園
城
三
花
、
岩
中
祥
史
、
藤
本
順
子
と
）『
中
国
新
聞
』　

二
〇
一
一
年
一
二
月
八
日

「
美
貌
は
キ
ッ
チ
ュ
を
の
り
こ
え
て
」
府
中
市
美
術
館
『
石
子
順
造
的
世
界
』　

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
〇
日

「『
ス
カ
ー
ト
め
く
り
』
の
文
化
史

―
日
本
の
男
は
い
つ
か
ら
め
く
っ
て
い
た
の
か
」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
七
日
号

「
楽
浪
の
志
賀
津
の
児
ら
が
…
」『
N
H
K　

日
め
く
り
万
葉
集
』Vol. 22　

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
九
日

「
二
〇
一
一　

私
の
三
冊
」『
日
本
経
済
新
聞
社
』　

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
五
日

「
書
評　

ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ナ
ヒ
ュ
ー
著
『
貴
婦
人
ゴ
デ
ィ
ヴ
ァ
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
八
日

「
年
賀
状
に
書
き
添
え
た
い
一
言　

さ
く
さ
く
ふ
る
ま
う
の
も
、
た
い
へ
ん
で
す
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
二
年
新
年
特
別
号

「
歴
史
は
ど
こ
ま
で
学
統
・
学
閥
に
左
右
さ
れ
る
の
か
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
二
年
一
月
号
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「『
名
古
屋
美
人
』
気
立
て
よ
し
」『
中
日
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
一
月
一
日

「
書
評　

鹿
島
茂
著
『
蕩
尽
王
、
パ
リ
を
ゆ
く
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日

「
書
評　

井
上
理
津
子
著
『
さ
い
ご
の
色
街　

飛
田
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
一
月
二
〇
日
号

「
勝
鹿
の
真
間
の
手
児
名
が
…
」『
N
H
K　

日
め
く
り
万
葉
集
』Vol. 23　

二
〇
一
二
年
一
月
二
〇
日

「
書
評　
『
今
和
次
郎 

採
集
講
義
』（
青
幻
舎
）」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
二
年
一
月
二
〇
日
号

「
現
代
の
建
築
家
・
五　

松
室
重
光
―
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
建
築
家
―
」『G

A

　

JA
PA

N

』114　

二
〇
一
二
年
一
月

「
書
評　

古
屋
晋
一
著
『
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
脳
を
科
学
す
る
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
二
月
八
日

「
書
評　

仁
藤
敦
史
著
『
都
は
な
ぜ
移
る
の
か
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
二
月
二
九
日

「
歩
道
橋
か
ら
見
え
る
こ
と
」『
暮
ら
し
の
手
帖
』
二
〇
一
二
年
二
月
―
三
月
号

「
書
評　

中
川
右
介
著
『
第
九
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
三
月
二
日
号

「
書
評　

サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
セ
ッ
テ
ィ
ス
著
『〈
古
典
的
な
る
も
の
〉
の
未
来
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
三
月
二
一
日

「『
干
蘭
』
か
『
高
床
』
か
―
日
中
建
築
比
較
論
の
こ
こ
ろ
み
」
山
田
奨
治
・
郭
南
燕
編
『
江
南
文
化
と
日
本
―
資
料
・
人
的
交
流
の
再
発
掘
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

「
現
代
の
建
築
家
・
六　

妻
木
頼
黄
―
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
ち
の
夢
の
跡
―
」『G

A

　

JA
PA

N

』115　

二
〇
一
二
年
三
月

牛
村　

圭

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
う
さ
ぎ
の
つ
き
み
小
考
」『
日
文
研
』
四
八
号　

二
〇
一
二
年
三
月

「
言
葉
の
き
れ
い
は
七
難
隠
す
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
四
日

「
異
文
化
と
し
て
の
京
都
ド
ラ
イ
バ
ー
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日

「
女
に
は
『
か
わ
い
い
』、
男
に
は
『
オ
ト
ナ
の
』
を
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
三
月
九
日
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宇
野
隆
夫

●
論
文

「
一
九
八
〇
年
代
前
後
の
中
世
土
器
研
究
」『
第
三
〇
回
中
世
土
器
研
究
会　

新
世
紀
の
土
器
・
陶
磁
器
研
究
―
二
〇
〇
〇
年
代
の
成
果
と
今
後
の
展
望
―
』
日
本
中
世
土

器
研
究
会　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
G
I
S
を
用
い
た
古
代
北
陸
道
の
復
元
研
究
」『「
加
茂
遺
跡
」
詳
細
分
布
調
査
（
第
一
〜
二
一
調
査
区
）
発
掘
調
査
報
告
書
』　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
考
古
学
」『im

idas

』（
電
子
版
）
集
英
社　

二
〇
一
二
年
三
月

「
考
古
学
」『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
年
鑑
』　

二
〇
一
二
年
三
月

笠
谷
和
比
古

●
著
書

『
武
家
政
治
の
源
流
と
展
開
―
近
世
武
家
社
会
研
究
論
考
―
』
清
文
堂
出
版　

二
〇
一
一
年
一
一
月

郭　

南
燕

●
著
書

『
江
南
文
化
と
日
本
―
資
料
・
人
的
交
流
の
再
発
掘
―
』（
山
田
奨
治
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
」『N

IC
H

IB
U

N
K

E
N

 N
E

W
SL

E
T

T
E

R

』N
o. 84　

二
〇
一
二
年
三
月

「
標
準
語
の
普
及
に
よ
っ
て
消
え
ゆ
く
上
海
語
」『
人
と
自
然
』
第
三
号
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フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
論
文

“U
n Japonais naturalisé? Identité et rôle historique de W

illiam
 A

dam
s,” D

evenir l’autre. E
xpérience et récit du changem

ent de culture entre le Japon et 

l’O
ccident. A

rles, Ė
ditions P

hilippe P
icquier, 2012.

倉
本
一
宏

●
著
書

『
藤
原
行
成
「
権
記
」
全
現
代
語
訳
』（
上
・
中
・
下
）（
単
著
）
講
談
社　

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
二
〇
一
二
年
二
月

『
歴
史
文
化
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

古
代
を
考
え
る　

蘇
我
氏
と
古
代
国
家
』（
共
著
）
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年
二
月

●
論
文

「
史
料
紹
介　
『
御
堂
関
白
記
』
自
筆
本
の
裏
に
写
さ
れ
た
『
後
深
心
院
関
白
記
』」『
日
本
研
究
』
第
四
四
集　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
藤
原
行
成
『
権
記
』
に
見
え
る
配
偶
者
表
記
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
号
（
七
六
三
）
吉
川
弘
文
館

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「『
日
記
の
総
合
的
研
究 “T

he Synthetic R
esearches of Japanese D

iaries ”

』
に
向
け
て
」『
日
本
研
究
』
第
四
四
集　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
一
年

一
〇
月

「
一
〇
〇
五
年
、
伊
勢
勅
使
の
旅
」『
ま
ほ
ら
』
六
九
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
御
堂
関
白
記
」「
小
右
記
」「
後
二
条
師
通
記
」「
栄
花
物
語
」『
特
別
展
示
「
近
衛
家
陽
明
文
庫　

王
朝
和
歌
文
化
千
年
の
伝
承
」
図
録
解
題
』
国
文
学
研
究
資
料
館　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
御
堂
関
白
記
」「
小
右
記
」「
後
二
条
師
通
記
」「
栄
花
物
語
」
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
陽
明
文
庫　

王
朝
和
歌
集
影
』
勉
誠
出
版　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
平
安
時
代
理
解
の
あ
た
ら
し
い
地
平
へ
―
古
記
録
の
現
代
語
訳
は
何
故
に
必
要
か
―
」『
本
』
第
三
七
巻
第
一
号　

二
〇
一
二
年
一
月
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小
松
和
彦

●
著
書

鈴
木
晃
仁
編
『【
対
話
】
異
形　

生
命
の
教
養
学
Ⅶ
』（
上
野
直
人
と
共
著
）
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

『
宮
澤
賢
治
の
深
層
―
宗
教
か
ら
の
照
射
―
』（
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
と
共
編
）
法
蔵
館　

二
〇
一
二
年
三
月

●
論
文

「
入
ら
ず
の
山
と
鎮
守
の
森
―
も
う
ひ
と
つ
の
環
境
思
想
と
し
て
の
民
俗
」
秋
道
智
彌
編
著
『
日
本
の
環
境
思
想
の
基
層
―
人
文
知
か
ら
の
問
い
』
岩
波
書
店　

二
〇
一
二
年
三
月

「
賢
治
童
話
に
お
け
る
『
童
子
』
を
め
ぐ
っ
て
―
『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』
の
〈
赤
衣
の
童
子
〉
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
」
小
松
和
彦
・
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー

ジ
編
『
宮
澤
賢
治
の
深
層
―
宗
教
か
ら
の
照
射
―
』
法
蔵
館　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
妖
怪
と
日
本
人
の
心
③　

山
の
妖
怪
―
天
狗
と
山
姥
」『
ふ
ぃ
ー
る
で
ぃ
ん
ぐ
』N

o. 119 

N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
日
本
の
妖
怪
文
化
は
、
世
界
に
誇
れ
る
文
化
で
あ
る
」『
妖
怪
見
聞
』
茨
城
県
立
歴
史
館　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
談
話
室　

妖
怪
や
物
の
怪
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
」『
銀
行
倶
楽
部
』525　

銀
行
協
会　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
天
狗
と
火
防
」『
ひ
と
と
き
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
号　

ウ
ェ
ッ
ジ

「
特
別
随
筆
『
わ
た
し
と
異
界
の
出
会
い
』
⑨
」『
怪
』vol. 0034　

角
川
書
店　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
い
や
は
や
語
辞
典　

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
」『
讀
賣
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
日

「
時
空
を
超
え
て
生
き
続
け
る
伝
説
」『
日
生
劇
場
十
二
月
歌
舞
伎
公
演
』
松
竹
株
式
会
社　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
妖
怪
と
日
本
人
の
心
④　

狐
と
狸
―
動
物
の
妖
怪
」『
ふ
ぃ
ー
る
で
ぃ
ん
ぐ
』N

o. 120　

N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
歴
博
対
談
五
一　

広
が
る
怪
異
・
妖
怪
研
究
」（
常
光
徹
氏
と
対
談
）『
歴
博
』
第
一
七
〇
号　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

二
〇
一
二
年
一
月
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佐
野
真
由
子

●
論
文

「
ロ
ン
ド
ン
万
博
へ
続
く
道

―
一
八
六
一
（
文
久
元
）
年
の
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
旅
と
日
本
の
『
開
国
』」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
八
号　

二
〇
一
一
年

一
一
月

「
阿
礼
国
先
后
推
动
中
日
参
展
两
届
伦
敦
博
览
会
的
启
示
」
陶
德
民
他
編
『
世
博
会
与
东
亚
的
参
与
』
上
海
人
民
出
版
社　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
エ
ス
ト
ニ
ア
の
友
人
」『
日
文
研
』
四
八
号　

二
〇
一
二
年
三
月

白
幡
洋
三
郎

●
著
書

『
都
市
歴
史
博
覧

―
都
市
文
化
の
な
り
た
ち
・
し
く
み
・
た
の
し
み
』（
錦
仁
、
原
田
信
男
と
共
編
）
笠
間
書
院　

二
〇
一
一
年
一
二
月

●
論
文

｢

都
市
は
ぜ
い
た
く
」『
都
市
歴
史
博
覧
』
笠
間
書
院
、
所
収　

二
〇
一
一
年
一
二
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

｢

国
立
公
園
の
復
興
」『
ま
ほ
ら
』
六
九
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

｢

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
豊
中｣

『
豊
中
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
ー　

ゆ
め
・
ま
ち
・
ひ
と
』
豊
中
市
、
所
収　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
五
日

｢

日
本
人
の
忘
れ
も
のVol. 24　

集
う
楽
し
み
」『
京
都
新
聞
』　

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
一
日

｢

解
題
・
雑
誌
『
国
立
公
園
』
の
歴
史
的
意
義
と
日
本
の
国
立
公
園
の
価
値｣

「
解
題
・
総
目
次
・
索
引
」『
国
立
公
園
』
財
団
法
人
国
立
公
園
協
会　

二
〇
一
一
年
一
二
月

二
二
日

｢

書
評　
『
紅
茶
ス
パ
イ
』
サ
ラ
・
ロ
ー
ズ
著
、
築
地
誠
子
訳｣

『
神
戸
新
聞
』
他
（
共
同
通
信
配
信
）　

二
〇
一
二
年
二
月
五
日

｢

桜
と
日
本
人｣

『
季
刊SO

R
A

』
二
〇
一
二
年
春
号　

二
〇
一
二
年
三
月
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鈴
木
貞
美

●
論
文

「『
日
記
』
お
よ
び
『
日
記
文
学
』
概
念
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」『
日
本
研
究
』
第
四
四
集　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

“R
ew

riting the L
iterary H

istory of Japanese M
odernism

,” translated by R
oy Starrs 

（E
nglish version of 

「
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
藝
史
の
た
め
に
―
新
た
な
構

想
」
）, R

ethinking Japanese M
odernism

 edited by R
oy Starrs, G

lobal O
riental, L

eiden, B
oston, 2012.

「
明
治
期
『
北
欧
文
学
』
概
念
と
日
本
近
現
代
文
藝
史
の
再
編
：
ト
ラ
ン
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
研
究
の
進
め
方
」『
日
文
研
・
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

書
C
D
版

「『
近
代
の
超
克
』
と
『
大
東
亜
共
栄
圏
』
―
京
都
学
派
座
談
会
『
世
界
史
的
立
場
と
日
本
』
お
よ
び
丸
山
真
男
『
日
本
の
思
想
』
批
判
」
黄
自
進
編
『
台
湾
中
央
研
究
院

C
A
P
A
S
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　

日
本
の
伝
統
と
現
代
』　

中
央
研
究
院
人
社
中
心
亜
太
区
域
研
究
専
題
中
心　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
宮
澤
賢
治
世
界
の
宗
教
性
を
め
ぐ
っ
て
」
小
松
和
彦
・
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
編
『
宮
澤
賢
治
の
深
層
―
宗
教
か
ら
の
照
射
―
』
法
蔵
館　

二
〇
一
二

年
三
月

「『
近
代
の
超
克
』
論
―
そ
の
戦
中
、
戦
後
」
鈴
木
貞
美
・
劉
建
輝
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
六
集　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
諸
概
念
の
成
立
』
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

“A
 R

eevolution of the E
ast A

sian M
odern System

 of K
now

ledge,” translated by A
lan T

hw
aits, C

ultural Interaction Studies in E
ast A

sia; N
ew

 M
ethod and 

Perspective, ed. Tao D
em

in &
 Fujita Takao, Institute for C

ultural Interaction Studies, K
ansai U

niversity, M
arch 2012.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
今
年
の
執
筆
予
定
」『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一
二
年
一
月
上
中
旬
号

「
推
薦
文
（
帯
）」
三
浦
茂
久
著
『
古
代
枕
詞
の
究
明
』
作
品
社　

二
〇
一
二
年
一
月

「
吉
田
健
一
生
誕
百
年
」
産
経
新
聞
（
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
三
月
一
五
日
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末
木
文
美
士

●
著
書

『
日
本
仏
教
の
可
能
性
』
新
潮
文
庫　

二
〇
一
一
年
一
一
月

『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
（
三
）
大
乗
仏
教
の
実
践
』（
共
編
）
春
秋
社　

二
〇
一
一
年
一
一
月

『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
（
二
）
大
乗
仏
教
の
誕
生
』（
共
編
）
春
秋
社　

二
〇
一
一
年
一
二
月

『
哲
学
の
現
場
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー　

二
〇
一
二
年
一
月

『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
（
九
）
認
識
論
と
論
理
学
』（
共
編
）
春
秋
社　

二
〇
一
二
年
一
月

●
論
文

「
大
乗
仏
教
の
実
践
」『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
（
三
）
大
乗
仏
教
の
実
践
』
春
秋
社　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
장
려
불
교:

근
대
적 

이
성 

비
판
」『
유
교 

도
교 
불
교
의 

감
성
이
론
』　

경
인
문
화
사　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
日
本
仏
教
は
非
論
理
的
か
？
」『
日
本
の
哲
学
』
一
二　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
聖
財
集
を
め
ぐ
っ
て
」『
無
住
―
研
究
と
資
料
』
長
母
寺　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
禅
の
言
語
と
論
理
」『
上
月
圓
覺
大
祖
師
生
誕
百
周
年
記
念
「
佛
學
論
叢
」
二
』
圓
學
佛
教
思
想
研
究
院　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
宗
教
で
読
み
解
く
日
本
の
歴
史
」『
日
本
の
個
性
―
「
歴
史
」
か
ら
「
現
在
」
を
読
み
解
く
た
め
の
九
章
』
新
人
物
往
来
社　

二
〇
一
二
年
二
月

「
高
山
寺
本
『
受
法
用
心
集
』
の
翻
刻
訂
正
」『
平
成
二
十
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』　

二
〇
一
二
年
三
月

「
近
代
日
本
の
自
然
観
―
近
代
日
本
の
自
然
観
と
伝
統
的
自
然
観
」
秋
道
智
彌
編
著
『
日
本
の
環
境
思
想
の
基
層
―
人
文
知
か
ら
の
問
い
』
岩
波
書
店　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
現
代
の
こ
と
ば
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
一
日
、
一
二
月
八
日
、
一
二
月
八
日
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
〇
日

「
仏
典
に
学
ぶ
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
一
日
、
一
一
月
二
八
日
、
二
〇
一
二
年
一
月
三
〇
日
、
二
月
二
七
日
、
三
月
二
六
日

「
日
本
仏
教
の
特
集
を
編
ん
だ
頃
」『
東
洋
学
術
研
究
』
五
〇
―
二　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
ス
ト
ゥ
ー
バ
か
ら
卒
塔
婆
ま
で
―
塔
の
歴
史
と
そ
の
意
味
」『
や
ま
と
み
ち
』
一
〇
・
一
一
九
号　

二
〇
一
一
年
一
一
月
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「
弔
辞　

花
井
一
典
君
を
送
る
」『
哲
学
』
四
七　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
書
評　

今
年
の
三
冊
」『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』　

二
〇
一
一
年
一
二
月
八
日
、
一
五
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

広
が
る
豊
か
な
思
想
の
海
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日

「
仏
教
か
ら
み
た
前
近
代
と
近
代
」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
二
年
一
月
七
日
号

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

日
本
の
哲
学
構
築
へ
『
哲
学
の
現
場
』
を
上
梓
」『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』　

二
〇
一
二
年
二
月
二
日

「
親
鸞
に
何
を
求
め
る
の
か
」『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
八　

二
〇
一
二
年
三
月

「
震
災
か
ら
ア
ジ
ア
の
仏
教
を
考
え
る
」『N

A
R

A
SIA

 Q

』
創
刊
準
備
号　

二
〇
一
二
年
三
月

「
日
本
人
の
災
害
観
」『
研
究
東
洋
』
二　

二
〇
一
二
年
三
月

瀧
井
一
博

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

Japans H
inw

endung zum
 deutschen staatsrechtlichen M

odell,” in: C
urt-E

ngelhorn-Stiftung für die R
eiss-E

ngelhorn M
useen: A

lfried W
ieczorek, 

Susanne W
ichert (H

rsg.), Ferne G
efährte, 150 Jahre deutsch-japanische B

eziehungen, Verlag Schnell und Steiner (R
egensburg), 2011.

「
伊
藤
博
文
と
山
県
有
朋
」『
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ　

大
日
本
帝
国
の
興
亡
②　
「
一
等
国
」
へ
の
道
』
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ　

二
〇
一
一
年
年
一
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

私
の
リ
ー
ダ
ー
論
四　

理
念
語
り
文
化
高
め
る
」『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
一
月
一
一
日

「
天
皇
機
関
説
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
下
さ
い
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
二
年
一
月
号
（
七
六
四
）
吉
川
弘
文
館

「
人
物
史
を
自
省
す
る
―
家
近
良
樹
『
西
郷
隆
盛
と
幕
末
維
新
の
政
局
―
体
調
不
良
問
題
か
ら
見
た
薩
長
同
盟
・
征
韓
論
政
変
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
）

に
寄
せ
て
」『
こ
こ
ろ
』Vol. 5　

平
凡
社　

二
〇
一
二
年
二
月
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戸
部
良
一

●
論
文

「
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
在
ト
ル
コ
日
本
大
使
館
」
A･

メ
テ･

ト
ゥ
ン
ジ
ョ
ク
編
『
日
本
人
研
究
者
の
目
か
ら
見
た
ト
ル
コ　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』Ç

anakkale O
nsekiz 

M
art Ü

niversitesi Yayinlari

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
文
献
紹
介　

John J. M
earsheim

er, W
hy L

eaders L
ie: T

he Truth about L
ying in International Politics

」『
年
報　

戦
略
研
究
』
第
一
〇
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
解
説　

読
売
新
聞
社
編
『
昭
和
史
の
天
皇
』」
一
〜
三　

中
公
文
庫　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
二
月
、
二
〇
一
二
年
二
月

「
再
読
『
滞
日
十
年
』」『
ち
く
ま
』
第
四
八
八
号　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
解
説　

D
V
D
『
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル 

日
本
人
は
な
ぜ
戦
争
へ
と
向
か
っ
た
の
か
』」
N
H
K
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ　

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
大
綱
と
い
う
名
の
無
方
針
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
」
N
H
K
取
材
班
編
『
日
本
人
は
な
ぜ
戦
争
へ
と
向
か
っ
た
の
か　

戦
中
編
』
N
H
K
出
版　

二
〇
一
一
年

一
一
月

「
図
説
・
天
皇
の
軍
隊
」『
歴
史
群
像
シ
リ
ー
ズ　

大
日
本
帝
国
の
興
亡
②　
「
一
等
国
」
へ
の
道
』
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ　

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
昭
和
陸
軍
・
暴
走
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
二
年
一
月
号
別
冊

「
辻
政
信
：
優
秀
な
れ
ど
制
御
能
わ
ざ
る
人
材
の
弊
害
」『D

IA
M

O
N

D
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
』
二
〇
一
二
年
一
月
号

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

に
っ
ぽ
ん
再
考
①
リ
ー
ダ
ー
論　

歴
史
の
『
失
敗
』
学
び
人
材
育
成
を
」『
京
都
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
一
月
四
日

「
項
目
執
筆
「
大
隈
重
信
」
他
八
項
目
」
歴
史
群
像
編
集
部
編
『
日
露
戦
争
兵
器
・
人
物
事
典
』
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ　

二
〇
一
二
年
一
月

「
論
評
鼎
談　
『
日
本
外
交
文
書　

日
中
戦
争
』
所
収
文
書
か
ら
見
る
和
平
工
作
の
諸
相
」（
鹿
錫
俊
氏
、
冨
塚
一
彦
氏
と
）『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
五
号　

二
〇
一
二
年

三
月

「
満
洲
国
皇
帝
溥
儀
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
？
」『
歴
史
人
「
満
洲
帝
国
の
真
実
」』
二
〇
一
二
年
四
月
号

「
三
つ
の
『
戦
争
』
―
満
洲
事
変
、
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
争
」『
陸
戦
研
究
』
二
〇
一
二
年
四
月
号



245

早
川
聞
多

●
論
文

「
撰
歌
評　

古
今
秀
歌
一
首
」『
古
今
秀
歌
百
選
』
文
字
文
化
協
會　

二
〇
一
二
年
一
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
達
人
対
談　

春
画
の
達
人
／
早
川
聞
多vs.

ビ
ー
ト
た
け
し　

春
画
の
世
界
は
こ
ん
な
に
凄
い
」『
新
潮
45
』
二
〇
一
二
年
三
月
号　

新
潮
社

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

“Tribute to Fukushim
a K

eidō  (1922-2011),” O
rientations 42: 8, N

ov./D
ec.2011.

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
著
書

U
nderstanding C

ontem
porary Japan, International Sym

posium
 in Indonesia 2010, C

o-edited by Yam
ada Shō ji, International R

esearch C
enter for Japanese 

Studies, N
ov. 2011.

●
論
文

「
伊
勢
神
宮
の
近
代
的
空
間
の
形
成
：
序
説
」
神
道
国
際
学
会
編
『
第
三
回
専
攻
研
究
論
文
発
表
国
際
大
会
：
発
表
論
文
集
』
神
道
国
際
学
会　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

“M
ourning and violence in the L

and of Peace: R
eflections on Yasukuni,” John B

reen and Yam
ada Shō ji eds. U

nderstanding C
ontem

porary Japan, Interna-

tional Sym
posium

 in Indonesia 2010, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, N
ov. 2011.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
新
田
教
授
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
」『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

“A
fterw

ord,” John B
reen and Yam

ada Shō ji eds. U
nderstanding C

ontem
porary Japan, International Sym

posium
 in Indonesia 2010, International R

esearch 
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C
enter for Japanese Studies, N

ov. 2011.

細
川
周
平

●
論
文

“T
hunder in the Far E

ast. T
he H

eavy M
etal Industry in 1990s Japan” (w

ith K
ei K

aw
ano), Jerem

y W
allach, H

arris M
. B

erger, and Paul D
. G

reene (eds.), 

M
etal R

ules the G
lobe. H

eavy M
etal M

usic around the W
orld, D

uke U
niversity P

ress, D
urham

 &
 L

ondon, 2011.

「
戦
時
下
の
中
国
趣
味
の
流
行
歌
」
山
田
奨
治
・
郭
南
燕
編
『
江
南
文
化
と
日
本
―
資
料
・
人
的
交
流
の
再
発
掘
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評　

椎
名
亮
輔
『
狂
気
の
西
洋
音
楽
史
』」『
同
志
社
時
報
』
一
三
二
号　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
音
楽
評　

二
階
堂
和
美
ワ
ン
マ
ン
ツ
ア
ー
『
に
じ
み
の
旅
』」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
夕
刊
）　

二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日

「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」『
み
す
ず
』
二
〇
一
二
年
一
・
二
月
号
（N

o. 601

）

「
一
九
六
九
年
夏
、
コ
ル
ト
レ
ー
ン
を
聴
く
」『
文
藝
別
冊　

K
A

W
A

D
E

夢
ム
ッ
ク　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
』　

二
〇
一
二
年
二
月

「
音
楽
評　

テ
デ
ス
キ
・
ト
ラ
ッ
ク
ス
・
バ
ン
ド
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
夕
刊
）　

二
〇
一
二
年
二
月
二
二
日

松
田
利
彦

●
論
文

「
植
民
地
警
察
は
い
か
に
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
か
―
日
本
の
朝
鮮
侵
略
と
警
察
」
林
田
敏
子
・
大
日
方
純
夫
編
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
究
⑬　

警
察
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房　

二
〇
一
二
年
一
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評　

尚
友
倶
楽
部
・
児
玉
秀
雄
関
係
文
書
編
集
委
員
会
編
『
児
玉
秀
雄
関
係
文
書
』
第
Ⅰ
巻
、
第
Ⅱ
巻
（
同
成
社
、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
八
月
）」『
日
本
歴
史
』

二
〇
一
一
年
一
〇
月
号
（
七
六
一
）
吉
川
弘
文
館
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「
市
外
教
四
〇
周
年
に
よ
せ
て
」
大
阪
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
編
刊
『
大
阪
市
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
四
〇
周
年
記
念
誌　

つ
む
ご
う
未
来
へ
〜
響
き
あ
う
子
ど
も

達
を
育
む
』　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

山
田
奨
治

●
著
書

U
nderstanding C

ontem
porary Japan, International Sym

posium
 in Indonesia 2010, C

o-edited by John B
reen, International R

esearch C
enter for Japanese 

Studies, N
ov. 2011.

『
江
南
文
化
と
日
本
―
資
料
・
人
的
交
流
の
再
発
掘
―
』（
郭
南
燕
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

●
論
文

“C
es e’tudiants japonais qui ont apporte’ le zen en A

llem
agne,” C

hristine M
aillard et Sakae M

urakam
i-G

iroux, D
evenir l’autre: E

xpe’rience et re’cit du 

changem
ent de culture entre le Japan et l’O

ccident, E
’ditions P

hilippe P
icquier, 2011.

「〈
ゆ
る
い
〉
と
〈
か
た
い
〉
の
あ
い
だ
：
日
本
の
〈
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〉
マ
ス
コ
ッ
ト
を
考
え
る
」Yam

ada Shoji and John B
reen eds, U

nderstanding C
ontem

porary 

Japan, International Sym
posium

 in Indonesia 2010, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, N
ov. 2011.

「
古
事
類
苑
・
地
部
G
I
S
デ
ー
タ
の
作
成
」（
中
西
和
子
氏
、
尾
方
隆
幸
氏
と
共
著
）
H
G
I
S
研
究
協
議
会
『
歴
史　

G
I
S
の
地
平　

景
観
・
環
境
・
地
域
構
造

の
復
原
に
向
け
て
』
勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

厳
罰
化
に
異
議　

市
民
の
声
を
」『
京
都
新
聞
』　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日

「
メ
デ
ィ
ア
時
評　

現
実
を
直
視
さ
せ
た
カ
ダ
フ
ィ
氏
写
真
」『
毎
日
新
聞
』　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
九
日

「
妖
の
イ
メ
ー
ジ
・
日
本
人
の
想
像
力
二
五　

河
童
」『
京
都
新
聞
』　

二
〇
一
一
年
一
二
月
七
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

技
術
者
の
本
棚
：
著
者
に
聞
く　

日
本
の
著
作
権
の
在
り
方
に
矛
盾
を
感
じ
る　

技
術
者
は
萎
縮
し
て
は
な
ら
な
い
」『
日
経
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
』

二
〇
一
二
年
一
月
九
日
号
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「
コ
メ
ン
ト　

著
作
権
ル
ー
ル　

T
P
P
で
議
論
再
燃
」『
日
本
経
済
新
聞
』　

二
〇
一
二
年
二
月
四
日

「『
模
倣
』
と
『
創
造
』
の
世
界
文
化
史
と
『
再
創
主
義
』
の
す
す
め
」『B

ack U
p

』
三
一
号　

二
〇
一
二
年
三
月

マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

●
論
文

“Schreib-R
iten (shorei 

書
礼) U

ntersuchungen zur G
eschichte der japanischen B

riefetikette, Teilband 1: T
heorie und Ü

berlieferung; Teilband 2: 

R
hetorik; Teilband 3: N

onverbalität und Interm
edialität (Izum

i: Q
uellen, Studien und M

aterialien zur K
ultur Japans/ herausgegeben von K

laus K
racht, 

B
and 14; Teilbde. 14.1-14.3

） W
iesbaden: H

arrassow
itz Verlag, 2011 (D

ec.).

（
独
語
『
日
本
書
礼
の
史
的
研
究
』
三
巻
、
第
一
巻
「
理
論
と
伝
播
」
、
第
二
巻

「
修
辞
」、
第
三
巻
「
非
言
語
的
・
間
メ
デ
ィ
ア
的
記
号
性
」
二
〇
一
一
年
一
二
月

森　

洋
久

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
森
幸
安
の
世
界
―
地
図
と
い
う
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
月
間
京
都
』
二
〇
一
二
年
三
月
号
（
七
二
八
号
）
白
川
書
院

劉　

建
輝

●
著
書

『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
六
集　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
諸
概
念
の
成
立
』（
鈴
木
貞
美
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月

●
論
文

「
上
海
の
衝
撃

―
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
漢
訳
洋
書
の
伝
来
と
そ
の
意
味
」
黄
自
進
編
『
日
本
の
伝
統
と
現
代
』
中
央
研
究
院
人
社
中
心
亜
太
区
域
研
究
専
題
中
心   

二
〇
一
一
年
一
二
月

「
欲
望
都
市
・
上
海
の
誕
生
と
そ
の
表
象
」
白
幡
洋
三
郎
・
錦
仁
・
原
田
信
男
編
著
『
都
市
歴
史
博
覧

―
都
市
文
化
の
な
り
た
ち
・
し
く
み
・
た
の
し
み
』
笠
間
書
院   
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二
〇
一
一
年
一
二
月

「
侮
蔑
、
趣
味
、
そ
し
て
憧
憬
か
ら
脅
威
へ

―
近
代
日
本
知
識
人
の
中
国
表
象
」『
日
本
批
評
』
編
集
委
員
会
編
『
日
本
批
評
』
第
六
号　

ソ
ウ
ル
大
学
日
本
研
究
所   

二
〇
一
二
年
二
月

「
水
と
女
の
戯
れ

―
谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
江
南
」
山
田
奨
治
・
郭
南
燕
編
『
江
南
文
化
と
日
本
―
資
料
・
人
的
交
流
の
再
発
掘
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー   

二
〇
一
二
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ア
ジ
ア
の
故
郷

―
京
都
」『
月
刊
京
都　

外
国
人
か
ら
見
たK

YO
T

O

、
京
都
』
七
二
七
号　

白
川
書
院　

二
〇
一
二
年
二
月

「
資
本
と
革
命
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
す
る
都
市

―
万
博
と
万
博
後
の
上
海
レ
ポ
ー
ト
」『
日
文
研
』
四
八
号　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
年
三
月


